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第 277 回 例会 

2019年 6月 19日 13:00～ 

■司  会 深見和久 例会運営・司会委員 

■斉  唱 奉仕の理想 

■出席報告 出席者数 20 名 / 35 名 

 出 席 率 57.14 % 

 前々回修正出席率 91.42 % 

■ゲ ス ト 

長瀬輝代之 ガバナー補佐 

伊藤陽介 分区幹事 
名誉会員 八神基様 

ニコボックス 

〇 長瀬輝代之 ガバナー補佐 

ガバナー補佐として、最後の例会に出席させて

いただきます。 

〇 伊藤陽介 分区幹事 

よろしくお願いします。 

〇 八神基 当クラブ名誉会員 

今年度のラスト出席となります。 

竹内会長、片桐幹事お疲れ様でした。 

〇 竹内祐子 会長 

長瀬ガバナー補佐、伊藤分区幹事、八神さん 

本日、よろしくお願いします。 

〇 安井忠 戦略委員長 

本日は委員会報告の日です。 

各委員会委員の方々１年間ご苦労でございま

した。ありがとう。 

会 長 挨 拶 

皆さんこんにちは 

本日はビジターとして長瀬ガバナー補佐・伊藤分

区幹事・八神名誉会員のご参加ありがとうございま

す。 

さて、この 6/15 に中部名古屋みらいＲＣの 10

周年記念式典に参加致しました。 

中部名古屋みらいＲＣは豊田ＲＣと岐阜西ＲＣをス

ポンサーの 2009 年にスタートし現在 23 名だそう

です。 

学友会を中心に集められた新しい試みのクラブ

で月 2 回 19：30～の例会、そして食事は無く、お

茶とお菓子と会員さんからの持ち込みで行われ、

ビジター費は 1000円とのことでした。 

比較的若い会員が多く、会員数が少ない為、会員

個々にかかる負担も多く、一人何役もの役があり、

10 年間はいろいろ苦労もありましたとのお話でし

た。アイリスもよく似た傾向がありますが・・・・ 

 

 
 

中部名古屋みらいＲＣは時代の変化に柔軟に

対応し特徴あるＲＣを目指しているとのことでした。 

宮崎会長はプロのバイオリニストで懇親会では 10

分ほどの素晴らしい演奏をしていただき、また新

会員の方のソプラノの歌もあり、大変文化色の高

いクラブで、10 周年記念式典が終了いたしまし

た。 

アイリスも 4年目には 10周年を迎えます。 

女性会員が 30～40％というクラブです。 

女性目線を大切に、今後も奉仕活動においては、

地域密着型を目指し、魅力あるアイリスに成長し

ていきたいと思います。 
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長瀬輝代之ガバナー補佐 

今までの例会と未来の例会の在り方について語って

頂きました。ありがとうございました。 

 

委員会報告 

澤田直美例会運営・司会・受付・ニコボックス委員長 

 

今期、主に行った事は 

① ネームプレート箱の設置 

② 例会の席をくじ引き制にし、毎回席を変更 

今後も興味を持って頂け楽しい例会運営を目指しま

しょう

 
早川圭一 公共イメージ向上委員長 

 

今期はなんとかウィークリーレポートが遅滞なくＵＰ

されるようになりました 

翌期以降の課題はＳＮＳで配信できるようにしたいと

思います。 

 

岩田広樹 職業奉仕・社会奉仕副委員長 

 

今期は１２月に名大小児科病棟でのクリスマス会で

プラネタリウム等を催し子供たちに大変喜んでもらっ

た事が一番の思い出です。 

名大病院への社会奉仕は当クラブのメイン行事です

ので、今後も継続して行きたいです。

 
安井嗣博 国際奉仕委員長 

 

今期、ローターアクト委員会、国際奉仕委員会等

各委員会の会議に積極的に参加しましたが、それぞ

れの委員会で痛感したのは、当アイリスとしては、国

際奉仕活動等に参加するのは、まだ人員、実力共に

不足しています。今後さらに会員数を増や力を蓄え

国際奉仕活動にも参加出来るよう頑張っていきましょ

う。 

 

荒山久美 ロータリー財団委員長 

 

2018 年 9 月 26 日に荒山が財団資金の流れにつ

いて卓話をしました。社会奉仕活動費の半分が

（今年度は約 50 万円受領）、財団の地区補助金

から支出されていることを説明しました。今年度は

過去に例を見ないアイリス初の 100 万円超えの社

会奉仕活動になったことをクラブの誇りに思いま

す。2018 年 11 月 7 日に地区から上野広氏にお

越しいただき、「ロータリー財団-今やるべきこと」と

題して卓話を実施しました。 

 各会員には、補助金事業とロータリー財団につ

いて少しは知識を深めていただけたのではないか

と感じます。当クラブは事務局が存在しない分、自

分で勉強しないといけない機会が多くあります。ま

た、財団寄付が入っていないだの、ポリオはどうし

たなど、積極的に賛同、参加しているのに評価を

されないこともありましたので、不愉快な思いをさ

れた方もいらっしゃると思いますが、この場を借り

てお詫び申し上げます。しかしながら、私達側も他

クラブとの接触が少なかったわけですから、反省

すべき点のひとつと思いました。 

近い将来に会長、幹事経験者が地区の財団委

員となり、他クラブとの交流を深めることによってこ

のような問題は徐々に解消されていくと思います。

アイリスのコミュニケーション力向上に努めることが

今後の課題と感じましたので、次年度の財団担当

理事にお願いしたいと思います。 
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青木恭子 会員増強委員長 

 

今期は退会者が増え、新規会員登録がありませ

んでした。ただ今後に向け勧誘活動を行ってきま

したので、７月以降新入会員の登録があると思い

ます。

 
 

 


